
茨城県テニス協会創立50周年記念テニス大会

　　　　（ダブルス）

参 加 選 手 ： 30 組
ベテラン 20 組

主 催 ： 茨城県テニス協会

一般

主 催 ： 茨城県テニス協会

主 管 ： 茨城県テニス協会　大会運営委員会

後 援 ： 茨城新聞社

協 賛 ： 株式会社　ダンロップスポーツ協 賛 株式会社 ダン ップスポ ツ

開 催 期 日 ： 平成２2年１２月１２日（日）
平成２2年１２月１８日（土）
平成２2年１２月１９日（日）

予 備 日 ： 平成２2年１２月２３日（祝）

会 場 笠松運動公園テ ス ト会 場 ： 笠松運動公園テニスコート (ひたちなか市)



1 . 主 催 ：茨城県テニス協会

2 . 主 管 ：茨城県テニス協会　大会運営委員会

3 . 後 援 ：茨城新聞社

4 . 協 賛 ：株式会社　ダンロップスポーツ

5 . 期 日 ：平成２２年１２月１２日(日)、１８日(土)、１９日（日）、予備日２３日（祝）
　 　 （一般：１２日開始、ベテラン：１９日） （確定）

6 . 会 場 ：笠松運動公園テニスコート（１４面）、ハード

7 . 種 目 ：一般男子ダブルス、一般女子ダブルス　一般計８０組程度（先着順）　
ベテラン男子ダブルス、ベテラン女子ダブルス　ベテラン計８０組程度（先着順）

8 . 出場資格 ：茨城県テニス協会に２０１０年度、参加申し込み時迄に登録している者。
　 . 茨城県テニス協会に２０１０年度、未登録者も参加できます。

一 般 県選手権シングルス大会に２００８年から２０１０年までの出場者は参加できません。
ただし、同大会２０１０年度ラッキールーザー該当者は参加できます。
（地域・他県等主催の同レベル以上の大会(ＪＴＴ・Ｊ１大会)への出場者も参加
　できません。）

ベテラン 県選手権シングルス大会に２００８年から２０１０年までの
優勝、準優勝者は酸化できません。
１９６０年１２月３１日以前に出生の５０歳以上の者

ペ ア 計 １００歳以上、１１０歳以上、１２０歳以上、１３０歳以上、１４０歳以上

9 . 試合方法 ：一般：予選リーグ戦、本戦トーナメント戦、ベテラン：原則リーグ戦　（確定）
本選、 予選：1セットマッチ　セミノーアド方式（6-6　７ポイントタイブレーク）
※但し、参加申し込み数により、試合方法等が変更になる場合があります。

10 . 参 加 料 ：４,000円/組　（県登録者）　　５,000円/組　（県未登録者）

11 . 使 用 球 ：ダンロップフォート・イエロー（運営側で用意）

12 . 申込方法 ：各クラブで取り纏め、出場者名簿・参加料を別紙要項にて申込下さい。

個人登録者と県未登録者にあっては、各個人で同様に申込下さい。

（先着順に受け付けます。募集定員を超えた場合は打ち切ります。）

※申込用紙、様式指定。 ※参加料は指定口座とする。

13 . 申込期間 ：平成２２年１０月２４日（日）～１１月　７日（日）１７時必着（参加料振込を含む）

ただし、先着順のため早く打ち切る場合があり、本協会ホームページに掲載
しますので、ご確認ください。

14 . ド ロ ー 会 議：平成２２年１１月２１日（日）公開実施 ９時３０分/場所 水戸市民会館３０３号室

15 . 服 装 ：ＪＴＡテニスルールブック２０１０に拠る。
　※ロゴチェックは行いませんがＪＴＡ準拠が望ましい。

16 . その他 (1)本要項は、天候等やむを得ない事情により変更されることがあります。
(2)ルール詳細規定は「ＪＴＡテニスルールブック２０１０」に準じます。
(3)大会申込書に記載頂きます個人情報につきましては、大会に係わる諸連絡に
　 使用致します。また、氏名、所属につきましては、本大会プログラム及び
　 協会ホームページに掲載し公開致します。更に、報道機関への通知、また
　 記録として協会記念誌等への掲載をさせて頂くこともあります。なお、
　 その他個人情報は、本人の同意を得ることなく、第三者に提供致しません。
(4)本大会は、全てのプレーヤーを平等に扱います。

17 . 問合せ先 ：＜担当者＞ 大会運営委員会　事務　大貫和彦
＜メール＞ ibtataikaijimu@world.ocn.ne.jp
＜ＴＥＬ＞ ０２９－２４８－５５２８（午後8時まで）
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◇ 名 誉 会 長 須 藤 信 久

◇ 大 会 会 長 黒 澤 弘 忠

◇ 大 会 副 会 長 星 通 ・ 小 泉 弘 子

◇ 大 会 顧 問 高 橋 酉 蔵 ・ 久 保 田 護 ・ 勝 田 茂 ・ 保 坂 和
保 坂 嘉 男 ・ 直 井 啓 吾 ・ 掛 札 岩 男 ・ 三 国 晃
太 宰 俊 吾 ・ 清 水 正 亜 ・ 横 澤 邦 重 ・ 小 林 義 弘
清 野 純 一 ・ 宗 形 信 二

◇ 大 会 委 員 長 大 友 昭 敏

◇ 大 会 副 委 員 長 秋 山 敬 悟 ・ 佐 原 一 二 ・ 沼 尻 満 男

◇ 大 会 委 員 柴 田 光 ・ 坂 田 寛 ・ 横 田 卓 也 ・ 渡 邊 義 孝
小 池 典 夫 ・ 永 岡 浩 ・ 高 沢 正 治 ・ 鈴 木 正 人
瀧 澤 信 行 ・ 石 川 貴 之 ・ 佐 伯 生 恵 ・ 中 原 照 恵
白 戸 元 文 ・ 雑 賀 利 雄 ・ 萩 谷 弘 通 ・ 武 居 雅 美
伊 藤 悦 子 ・ 宮 園 敏 光 ・ 笹 島 栄 夫 ・ 池 井 秀 樹
中 島 清 和 ・ 伊 藤 耕 治 ・ 貝 瀬 琢 夫 ・ 林 誠 二
三 隅 貴 弘 ・ 長 谷 川 哲一 ・ 佐 々 木 秀喜 ・ 中 山 秀 樹
赤 荻 宏 幸 ・ 五 十 嵐 貴裕 ・ 藤 田 泰 基 ・ 青 柳 雅 昭

◇ 大 会 運 営 委 員 長 秋 山 敬 悟

◇ 大会運営副委員長 渡 邊 義 孝

◇ 大 会 運 営 委 員 高 沢 正 治 ・ 大 貫 和 彦 ・ 伊 藤 正 信 ・ 久 保 智 子
木 村 恵 美子

◇ デ ィ レ ク タ ー 渡 邊 義 孝

◇
ア シ ス タ ン ト
デ ィ レ ク タ ー

五 十 嵐 貴裕 ・ 永 岡 浩

◇ レ フ ェ リ ー 秋 山 敬 悟

◇
ア シ ス タ ン ト
レ フ ェ リ ー

久 保 智 子

　

大　会　役　員
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1）

2）

3） 欠員対応

（採用の場合あり）

4） 試合順序 ：３人ブロック　：Ａ－B、Ｂ－Ｃ、Ａ－C

　 　 ：５人ブロック　：Ａ－B、C－D、Ａ－E、B－D、B－C、D－E、Ａ－C、C－E、A－D、

　　　　　　　　　B－E

5） 対戦考慮 ：可能な範囲で、同ブロックにおいて、同じクラブ同士の対戦が無いように考慮した。

6） 一般予選勝ち上がり

者（本戦位置）

　７) 順位決定方法 下記に記載の通りとする。

※　リーグ戦試合

　　ラウンドロビン方式とします。順位は次の通りとなります。

 　 順位は、勝率の高い方を上位とする。（例：２勝、１勝１敗、２敗）

  　1）３者が同率になった場合は、以下の要素で順位をつける。

　　　　①　全試合での取得ゲーム率（％）

　　　　　　　取得ゲームの合計数÷全試合のゲーム合計数＝取得ゲーム率

　　　　②　①が同じ場合は、抽選による。

 　 2）ノーショウ、または失格者の取得ゲーム数はすべて０とする。（例：６０）

 　 3）けが等によるリタイアの場合は、勝者はリタイアの後、残りゲーム数をすべて

   　     勝ったとしてゲーム数を記録し、敗者はリタイアするまでに取得したゲーム数を

    　    記録する。 　　

☆リーグ戦試合方法

シードなし

試合方法 ：1セットマッチ（6-6　７ポイントタイブレーク）セミノーアド方式

：予選各ブロック終了ごとに抽選を実施した本戦位置とする。

：8ゲームズプロセット（8-8 　7ポイントタイブレーク）セミノーアド方式

：A、Ｂ、Ｃ、D、Eは無作為による抽選とした。

－３－



  

）

）

）

）

）

）

１1０～
１2０

フ リ ー

）

）

）

）

小 室 真 知 子 （鉾 田 オ リ ー ブ

美 野 里 TC

）

鉾 田 オ リ ー ブ

１１０～
１２０

鉾 田 オ リ ー ブ

）

）

B 萩 原 康 子 ・ 幕 内 美 代 子 （

）

）

）

）

）

・ 島 根 嘉 子 （

鉾 田 オ リ ー ブ

･

１１３ブロック

ベテラン女子本戦１

優勝決定戦

１１２ブロック

・

美 野 里 TC ･ 美 野 里 TC

美 野 里 TC

･

･

ZEPHYR

ア ド バ ン ス

１００歳

　

ＫＴＣ ･

112

茨城県テニス協会創立50周年記念テニス大会（ダブルス）

一般男子予選 一般女子予選

ZEPHYR

日 立 電 線

ネ ッ ト イ ン

大 洗 ビ ー チ

日 立 電 線

美 野 里 TC

水 戸 グ リ ー ンTC

フ リ ー

･

113

104

･

103

･ 鉾 田 オ リ ー ブ

･

111

102

県 庁 ク ラ ブ

ベテラン男子本戦
１００～
１１０

11

西 谷 か つ 江 ・ 塙 久 里 子

･

鉾 田 オ リ ー ブ

ベテラン男子本戦 120歳

ベテラン女子本戦２

鉾 田 オ リ ー ブ

鉾 田 オ リ ー ブ

県 庁 ク ラ ブ

（

（

･

･

･

･

フ リ ー

･

･

･

･

日 立 電 線

（

（

（

（

（

（

（

A

B

日 立 電 線

ZEPHYR

ア ド バ ン ス

美 野 里 TC

フ ソ ウ TC

（

ネ ッ ト イ ン

大 洗 ビ ー チ

照 山 信 子

井 川 悦 子

高 松 み よ こ

鈴 木 麻 佐 江

照 山 晃 代

島 田 敦 子

ベテラン女子本戦

ZEPHYR

（

（

・ 河 内 和 子

磯 部 恵 子 ・ 鈴 木 禮 子

（

（

（

富 山 む つ 美

前 野 久 美 子

照 山 恵 子

13

12

C

C

1

2

）

見 川 フ リ ー

日 立 大 み か

原 電 東 海

）

）

）

個 人 会 員

）

）

）

牛 久 体 協

フ リ ー

マ ジ ェ ス テ ィ ー

原 電 東 海･

A

常 陽 銀 行

5

B

･

･

原 燃 工 Ｔ Ｃ･

･

･

原 燃 工 Ｔ Ｃ

･

･

･

･

･

･

水 戸 グ リ ー ン

日 立 大 み か

･

･

･

･

KTC

･

･

･

１３０～
１４０

て に す 日 誌

･

･

･

那 珂 湊 TC･

鉾 田 オ リ ー ブ

茨 城 県 庁

鉾 田 オ リ ー ブ

シ ニ ア 連 盟

B

C

A

B

原 燃 工 Ｔ Ｃ

）

B ）（那 珂 湊 TC・ 永 岡 浩鈴 木 七 郎

A ）・ 高 橋 利 実 （上 村 眞 吾

･

）･ H C E

KTC･

･ 茨 城 県 庁

T P 波 崎

）

シ ニ ア 連 盟（

茨 城 県 庁

T P 波 崎

て に す 日 誌

（

（

ベテラン男子本戦

（

（

A

C

C

久 本 泰 秀C ・

堺 堀 康 男

田 澤 佐 敏

鈴 木 潤 一 郎 山 口 隆 夫

千 葉 雅 弘

A

B

B

徳 渕 泰 成

津 田 賢 志

尾 山 陽 一

井 坂 誉

安 部 勝 義

鈴 木 浩 一

A

B

C

A

C

B

A

C

A

B

川 島 功

後 藤 信

伊 藤 郁 朗安 島 俊 夫 ・

・大 森 啓 介

・

フ リ ー

清 水 康 生

大 井 義 夫

大 岩 彰 博

岡 部 仁

（

原 電 東 海

（

（

石 崎 孝 幸

笹 木 弘 之 ・

C 成 田 達 也勝 山 真 一 ・

野 田 健 太 郎

）

B 増 田 成 人 ・

吉 田 秀 夫 ・

吉 田 朋 正

大 津 康 夫

川 前 政 幸 ・

）

戸 田 め ぐ み

照 山 由 希 子

斉 藤 幸 子

A

大 井 律 子

山 岸 陽 子

A 飯 島 福 江

C

加 倉 井 紀 子

大 場 真 紀

中 原 ゆ き

会 沢 真 由 美

C

C

原 燃 工 Ｔ Ｃ（

3

A

）

）

マ ジ ェ ス テ ィ ー

）

）

）

）

）

・

）

（常 陽 銀 行山 川 郁 良

中 山 智 恵 子

・

・

・

穐 山 孝 子

横 田 喜 代 子A

B

・

・

・

・

・

・

・

・

・

木 村 恵 美 子

関 田 千 夏

）

）

4

6）

石 橋 久 美

岡 知 子

竹 田 や す 子

日 立 大 み か

県 庁 ク ラ ブ

KTC

日 立 協 和

･

国総研土研TC

並 川 朝 子

常 陽 銀 行

国総研土研TC

（

日 立 電 線

）

）

フ リ ー

）日 立 電 線･

西 村 宗 倫 ・

綿 引 章 敬

小 沼 志 乃 武 ・ （

斉 藤 康 司 ・ （吉 田 謙 二

・

・

（

（

村 居 幸 泰

・ 寺 田 克 則

（鈴 木 雄 次

（

・

・

（

（

槌 野 直 弥・ （

・

関 口 陽 高 （

柳 田 佳 徳 ・ （Ｎ Ｅ Ｔ Ｃ長 瀬 修

疋 田 豊 樹

C

牛 久 体 協

（水 戸 グ リ ー ンTC

（日 立 大 み か

B ・ 菊 地 秀 雄

原 電 東 海

・

D

照 山 信 樹

鉾 田 オ リ ー ブ

E

A

・

・ 金 山 紀 義

柴 崎 茂

那 珂 湊 二 高

鉾 田 オ リ ー ブ

本 堂 清 文 ・ 黒 澤 弘 忠 （

岡 崎 功 夫

C

（

（

A ）

B

小 田 倉 信 行

・

井 上 佳 久

・ 石 島 唱 子 （美 野 里 TC

KTC

H C E

原 燃 工 Ｔ Ｃ

原 燃 工 Ｔ Ｃ

日 立 協 和

･ 美 野 里 TC ）

101

）C 鹿 志 村 直 子 ・ 越 坂 伸 江

池 田 由 美 子 ・ 清 水 礼 子B ＫＴＣ ･ ＫＴＣ ）

（ア ド バ ン ス ･ 日 立 佐 和

（

－４－



　

　

･

一般女子

（

３位

14

（

３位

・

優勝

･ ）

）

（

3 ・

・

）･

1 ・ （

）

4

3

・ （

1

2

一般男子

・ （ ･

・ （ ･

･

・ （ ･

）・ （ ･

優勝

）

）

）

・ （

1

5

4

3

2

5

茨城県テニス協会創立50周年記念テニス大会（ダブルス）　一般本戦

6

4

2

6

11

12

13

･ ）

･

）

－５－



大　会　注　意　事　項

1 ．公 式 掲 示 板 選手への連絡事項は、全て大会本部が用意した公式掲示板にて行いますので、

必ず見ていただくようお願いします。

2 ．選 手 受 付 出場選手は、各選手の当該試合№の登録時刻までに受付を済ませて下さい。

また、選手本人が必ず受付を済ませること。代理人による受付は認めません。

受付に遅れると失格になりますのでご注意下さい。

3 ．開 会 式 一般、ベテラン各初日の午前8時50分から、開会式及びレフェリーよりの注意事項の説明を行います。

4 ．選 手 登 録 時 刻 大会１日目 12月12日 一般予選

笠松 一般全員 ：  8：5０

大会２日目 12月18日 一般本選

笠松 一般全員 　 ：　８：５０

大会３日目 12月19日 ベテラン本選

笠松 ：　８：５０

予備日 12月23日

笠松 ：　８：５０

5 ．試 合 開 始 案 内 試合開始の案内は、原則としてコールしません。掲示板の「待機」欄に名前が張り出され

たら、ドロー番号の小さい選手がボールを取りに来て下さい。「試合中」欄に名前が張り出さ

れてから10分を超えてコートに入らない場合、トスの権利と第１ゲームを失います。

15分を越えた場合は失格となります。

6 ．ル ー ル JTAテニスルールブック２０１０に準ずる。なお、審判はセルフジャッジ方式とします。

7 ．試 合 方 法 予選・本選とも、男子、女子共に１セットマッチ（６－６ ７ポイントタイブレーク）セミノーアド方式。

（対戦相手が欠場等にて人数の変更があった場合にはゲーム数を変更する場合があります。）

8 ．ウォームアップ 初戦のみ３分間以内、以後は一人サービス4本以内後、試合開始して下さい。

9 ．休 憩 連続して試合を行なう場合には、試合終了後１５分以内の休憩を取ることが出来ます。

但し、リーグ戦の場合は、空き時間のないように速やかに試合を開始して下さい。

10 ．応 急 処 置 傷害等の可能な応急処置は主催者側で行いますが、その後の責任は負いません。

但し、大会出場選手にはスポーツ傷害保険を掛けております。

11 ．試 合 球 ダンロップフォート・イエローを使用します。セットボールは敗者が持ち帰って下さい。

（リーグ戦は、原則１ブロックを４個で試合を行い、敗退者が２個ずつ持ち帰ってください）

12 ．雨 天 時 小雨決行としますので、雨天時でも大会会場に来場の上、ご確認ください。

電話による実施有無の回答は行いません。（但し、天変地異による試合決行有無については、

各支部へ大会運営委員会が連絡するものとし、出場選手は自分の支部へ大会有無の確認を

行なって下さい。）

・試合不可の場合は、以下の通りとします。

　・第1日目（12/１２）試合不可の場合・・・第1日目分を１２/１８、第2日目を１２/１９、第3日目を１２/２３の日程で行なう。

　・第2日目（１２/１８）試合不可の場合・・・第2日目を１２/１９、第3日目を１２/２３の日程で行なう。

　・第3日目（１２/１９）試合不可の場合・・・第3日目を１２/２３に行う。

　　　　・上記日程で試合未終了の場合・・・順延とし、日程については大会運営委員会で決定する。

13 ．そ の 他 ①試合中、飲食等の補給のために第３者の協力を仰ぐ場合は、必ず事前にレフェリーの

　承認を得なければなりません。

②スコアボードを使用します。ドロー番号の小さい選手が上として、エンドチェンジ時に掲示下さい。

③（リーグ戦当日）１試合のみの場合は、当日の進行状況により、親睦試合を考慮します。

④当日のコートの使用は８時３０分からとなっておりますのでそれ以前の使用に関しては、
　大会運営委員会では関知致しませんので、各位で申し込んでご使用下さい。

14 ．環 境 美 化 会場での空き缶、紙屑等は各自持ち帰るなどして、会場を汚さないようにご協力下さい。
特に、タバコの投げ捨ては厳禁です。

リーグ戦の順位決定方法はラウンドロビン方式とします。（３頁に詳細記載。）

ベテラン全選手

　

－６－


